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LCA日本フォーラム表彰会長賞を受賞

　エコプロダクツ2005（平成17年
12月15日～17日/東京ビッグサイ
ト）と同時開催のシンポジウム・セミ
ナー「第2回LCA日本フォーラム表彰
の表彰式、ならびに平成17年度第3回
LCA日本フォーラムセミナー」におい
て、滋賀県工業技術総合センターの「滋
賀県におけるLCAの普及活動」が会長
賞を受賞しました。
※LCA：ライフサイクルアセスメント
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企業ブランド構築

事業の目的
　滋賀県には優れた技術を持つ企

業が多く存在しています。その技

術を企業ブランドとして構築しPR

することは、企業の価値をより高

めることになると考えられます。

　そのような企業が企業ブランド

を構築するときに遭遇する疑問や

課題をすばやく解決できるように、

また、解決のお手伝いができるよ

うに、次の３つの内容で本事業を

実施しています。

1. ブランド戦略講演会の開催／県

内の企業に企業ブランドとはどん

なものなのか紹介する講演会。

2. ブランド研究会の開催／研究会

での演習から企業ブランド構築。

さらに、研究会での演習から企業

ブランドを構築できるプロになっ

てもらうための研究会。

3. ブランド講習会の開催／企業ブ

ランドPRに欠かせないブランド

アプリケーション作成のためのソ

フトウェアおよび機器講習会。17

年度は「デジタル写真レベルアッ

プ講座」を開催。

ブランド戦略講演会
　平成 17年 7月15日に、京都工

芸繊維大学工芸学部造形工学科の

福田教授を招き、「ブランド戦略の

概要と重要性」と題して講演会を

開催しました。

講演会では、社会基盤は大量生産・

大量消費・大量廃棄の上に成り

立っていた戦後日本の企業経営は

終焉し、情報・知識社会へ変化し

たこと。デザインは外観重視・保

有価値からコンセプト中心・経験

価値へとシフトしていることなど、

経営的さらにはデザイン的側面か

ら社会背景を解説。そんな中ブラ

ンドは、人、モノ、金、情報に次

ぐ企業の第 5の経営資源になって

いると解説されました。

　また、具体的事例として、アレッ

シーのやかん（実物）を見なが

ら同社のブランド構築手法につい

て、さらには福田教授が携わった

日東電工のブランド構築について

紹介され、ブランドは意識改革と

サービスが重要なキーであること

など解説されました。

ブランド研究会（年6回）
　ブランド研究会は、ブランド構

築を希望する企業（クライアント）

4社と、そのブランド構築をサポー

トする企業（プランニング、デザ

イン）4社が参加しています。そ

れぞれの立場で参加する企業がペ

アを組んで、福田教授のクリニッ

クを受けながらブランド構築プラ

ンを作成しています。

　滋賀県工業技術総合センターは、平成17年度環境関連技術ブランド構築
支援事業を実施しています。同事業は平成18年度も実施する予定です。こ
こでは、来年度参加を希望される企業の参考にしていただくため、事業の概
要と取り組んできた内容を紹介しています。
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ブランドアプリケーション作成の

ためのソフトウェアおよび機器講

習会です。今年度は、HPやネッ

トショップ用デジタル写真を美し

く撮影するための講習会「デジタ

ル写真レベルアップ講座」を開催

します。

　この講座は、商品や背景ディス

プレイ、デジカメのホワイトバラ

ンス設定、ストロボや照明のセッ

ティングなど基本的な撮影方法を

学びます。日頃お使いのデジカメ、

撮影したい商品などを実際に持ち

込んで、講座の教材にすることも

できる講習会です。

　

問合せ
　平成 18 年度も同事業を実施す

る予定です。本事業に関する問合

せは下記まで。

滋賀県工業技術総合センター
機械電子担当 山下

〒520-3004 栗東市上砥山 232

TEL 077-558-1500

FAX 077-558-1373

yamashita@rit.shiga-irc.go.jp

7月

8月

9月

10月

11月

12月

18年 1月

2月

3月

7/15 ブランド戦略講演会

第1回ブランド研究会 8/26
概要解説、グループ編成、情報交換　

ブランド研究会参加募集

第2回ブランド研究会 9/29
ミッション、ビジョン、ブランドの約束　

第3回ブランド研究会 10/28
ブランドステートメント決定　
アクションプラン作成　　

第4回ブランド研究会 11/25
アクションプラン修正と実施　

第5回ブランド研究会 12/16
アクションプラン実施　
アプリケーション作成　　

第6回ブランド研究会 1/27
アプリケーション完成と発表　

デジタル写真レベルアップ講座

ブランド研究会報告書作成

環境関連技術ブランド構築支援事業紹介
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　ブランド構築の基本的な流れは、

まず、企業の現在の経営理念、マー

ケティング戦略やビジネス環境を

再確認し、ブランドに成りうる資

産を分析します。それを基にミッ

ション、ビジョン、ブランドの約

束を決定します。

※ミッションは、企業が存在する

目的あるいは理由で、企業理念の

ようなもの。ビジョンは、短期的

経営目標のようなもの。ブランド

の約束は、顧客の視点で企業の製

←　本事業で開催された
講演会等のスケジュー
ル。赤線はブランドノウ
ハウが向上していること
を示している。

品やサービスから得ることができ

るものを定義づけたもの。

　これらを第 2回目までに決定後、

ブランド運動のスローガンのよう

なブランドステートメントを決定

します。以降は、4項目を見なが

らブランドが構築されるまで（今

回はブランド構築開始の準備が整

うまで）の計画書を作成します。

　最終回は、現段階で提案されて

いるロゴタイプやマークの入った

名刺と封筒（ブランドアプリケー

ションの一部）を作りプレゼンテー

ション。3月には各 4グループの

成果報告書を作成して研究会を解

散します。この研究会は18年度 6

月頃再度募集予定です。

ブランド講習会
　ブランド機器講習会は、企業ブ

ランドをPRするのに欠かせない
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技術相談事例

産業廃棄物の再資源化の
活動への技術支援について

はじめに

　（株）村田製作所では、生産工程に

おいて排出されるチタン酸バリウム

（以下ＢＴと記す）を多く含む廃棄物

の有効活用を検討しており、当セン

ターに光触媒への活用の可能性につ

いて相談がありました。

　現在、（株）村田製作所では、電子

部品の主要原料であるＢＴは製造過

程において、一部が粉体やシートの

状態で廃棄され、これら廃棄物は処

理業者に委託処理されています。そ

こで、定期的に打ち合わせを行い、

当センターでは、セラミックフィル

ターへの塗布生成の可能性や光触媒

能力評価指導を行いました。

　その結果、ＢＴの廃棄物からバリ

ウムを分離して光触媒用酸化チタン

の合成に成功したので、技術相談事

例として、（株）村田製作所が行った

酸化チタンの合成プロセスと当セン

ターで行った光触媒性能評価につい

て紹介します。

1．実験

　実験のプロセスを図１に示します。

ＢＴ系シート状廃棄物を出発原料と

し、含まれる有機成分を燃焼除去す

るために熱処理を行い、脱脂粉体を

得ました。次に、脱脂粉体を強塩酸

に溶解し、溶液をろ過して溶解溶液

（A）と未溶解物（B）に分離しました。

次に溶解溶液（A）を希釈し、還流

装置をつけたビーカー内で煮沸処理

を行いました。煮沸処理により得ら

れた白濁溶液（C）をフィルタでろ

過し、ろ過溶液（D）を得た。フィ

ルタに残留した白色物質を再度純水

中に分散させ、分散液（E）を得ま

図１　プロセスフロー

図2　合成した酸化チタンの高温XRDチャート
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技術相談事例

した。一方、未溶解物（B）は、純

水中に溶解後、さらにろ過し、溶解

溶液（F）と未溶解物（G）を得ました。

（図 1参照）

2．結果と考察

2.1　プロセスによる分離精度と合

成した酸化チタンの粉体特性

　各プロセスで得られる溶液、未溶

解物の組成分析を行いました。その

結果、分散液（E）は純度 97.9wt%

の酸化チタンであること、溶解溶液

（F）は純度 99.8wt% の塩化バリウム

溶液であることがわかり、ＢＴに含

有するチタンとバリウムがほぼ完全

に分離できていることがわかりまし

た。

　分散液（E）を乾燥して得られた

粉体を用い、Ｘ線回折測定（以下Ｘ

ＲＤと記す）による結晶相の同定、

BET法による比表面積の測定を行い

ました。ＸＲＤのピークから、粉体

はアナターゼ相の酸化チタンと同定

されました。ＢＥＴ法の結果から、

比表面積は約 200m2/g であり、BET

径は 7nmと算出されました。

2.2　合成した酸化チタンの熱特性

　合成した酸化チタンの結晶相の温

度変化を、高温ＸＲＤにより分析し

ました。結果を図２に示します。図

より、温度が高くなるに従い、アナ

ターゼ相の結晶性が向上していき、

900℃を超えるとルチル相への転移が

始まり、1100℃でほぼすべてルチル

相に転移しました。通常の酸化チタ

ンのアナターゼからルチルへの転移

温度は 600 ～ 700℃であり、本プロ

セスで合成した酸化チタンはルチル

転移温度が高いことがわかりました。

（図 2参照）

2.3　合成した酸化チタンの光触媒

能

　本プロセスで合成した酸化チタン

を下記の二つの方法で評価しました。

（1）メチレンブルー（以下ＭＢと記す）

の退色率評価

（2）ガスバック法にてアセトアルデ

ヒト濃度評価

2.3.1　ＭＢの退色率評価

　粘土長石系コーティングスラリー

に酸化チタン（添加無し、（株）村田

製作所、Ｂ社、Ｃ社の酸化チタンを

添加した）を添加したものを４種類

作製し、スライドガラス（2.5×1.5cm）

に 0.2 ｇ塗布後 750℃で焼成したも

のを評価試料としました。ＭＢ溶液

10ml（初期濃度 10ppm）に各試料１

枚を浸漬し、２４時間ブラックライ

ト（1580 μ W/cm2）を当てたもの

と２４時間暗室に入れておいたもの

の退色率を測定し、これを３回繰り

返しました。（表 1参照）

　ＭＢは、最初に試料のコーティン

グ層に吸着し、その後、酸化チタン

により分解退色したものと考えられ、

酸化チタンの種類によって分解性能

と吸着性に違いが認められ、（株）村

田製作所が合成した酸化チタンも良

い結果が得られました。

表1　ＭＢの退色率評価の結果

（blank：ＭＢ液のみ試料無し　Ｎ : 酸化チタン添加なし）

（1）ブラックライト照射

blank （N） 村田製作所 市販BT（1）市販BT（2）

1回目 1% 63% 87% 84% 87%

2回目 6% 48% 86% 85% 87%

3回目 3% 35% 92% 90% 92%

（2）暗室

blank （N） 村田製作所 市販BT（1）市販BT（2）

1回目 0% 36% 23% 35% 41%

2回目 0% 30% 24% 32% 36%

3回目 0% 20% 19% 21% 25%

（3）分解による退色率（（１）－（2））

blank （N） 村田製作所 市販BT（1）市販BT（2）

1回目 1% 27% 64% 49% 47%

2回目 6% 18% 63% 53% 51%

3回目 3% 15% 73% 68% 67%
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図3　ガスバック法によるブラックライト照射と

ガス検知管による濃度測定（下）

表2　アセトアルデヒトの濃度測定結果

（ blank：陶器焼成ピースのみ　A社：（株）村田製作所）

blank 村田製作所 （B社）
ブラック
ライト 暗室 ブラック

ライト 暗室 ブラック
ライト 暗室

においモニター 319 313 0 313 0 313

検知管読み値 120 120 0 120 0 120

検知管分解率（％） 0 0 100 0 100 0

（連絡担当者）

工業技術総合センター　機能材料担当　　　　坂山邦彦

同信楽窯業技術試験場　セラミック材料担当　中島　孝

技術相談事例

2.3.2　ガスバック法によるアセト

アルデヒド濃度評価

　陶器焼成ピース（4.5 × 5.5cm）に

酸化チタンスラリー（（株）村田製

作所、Ｂ社）0.3 ｇを２回塗布し、

600℃で焼成したものを評価試料と

し、何も塗布しないもの（blank：陶

器焼成ピースのみ）をあわせて３種

類について、図３のようにガスバッ

ク法により 2Lのアセトアルデヒドに

おけるブラックライト（1mW/cm2）

を当て、２時間後の分解評価を行い

ました。評価としては、においモニ

ター（神栄OMX－ GR）による評価

とガス検知管による濃度評価を行い

ました。

　表２に結果を示した通り、（株）村

田製作所の合成した酸化チタンにお

いても十分なアセトアルデヒドの分

解が確認できました。

3．まとめ

　製造工程から排出されるＢＴ系

シート状廃棄物から、光触媒用酸化

チタンを合成できるプロセスを確認

しました。

　ＢＴに含まれるチタンは純度

97.9wt% の分散液として、バリウム

は純度 99.8wt% の塩化バリウム溶液

として分離回収できました。

　合成した酸化チタンは、アナター

ゼ相の酸化チタンであり、ルチル相

への転移温度は 900 ～ 1000℃と、通

常の酸化チタンよりも高温であるこ

とがわかりました。

　合成した酸化チタンの光触媒能を

評価した結果、熱処理後にも光触媒

能を有することが確認できました。

　本技術に興味をお持ちの方は右記

担当までご連絡ください。
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2004年版対応 ISO14001

すぐに使える中小企業の環境ISO実例
を出版しました

　このたび、当センターと松下電器産業（株）松下ホームアプライアンス社は、

共同して「2004年版対応ISO14001　すぐに使える中小企業の環境ISO実例」を

編集・出版しました。

　本書は、ISO14001の審査登録を支援した実際の事例をもとに、最小限の基

本文書で構築できるノウハウを簡潔・明瞭に解説してあります。環境マネジ

メントシステムの構築から審査登録後の活動までを、豊富な実例とともに解

説してありますので、予備知識がなくてもすぐに活用できます。

本書の特徴
● 実際の構築手順に沿って解説してあるので、予備知識なしでも活用が可能

● 従来の煩雑なリスク評価方式に変わる簡便な中小企業向けの著しい環境側

面の特定方法を解説

● すぐに使える環境マニュアル、基準書類は全文を掲載

松下電器産業（株）松下ホームアプライアンス社・滋賀県工業技術総合センター編

日科技連出版社　B5版　408頁　価格：4,700円＋税

おしらせ

産学官連携研究会の紹介

　地域経済の活性化のためには、地域における産学官交流が重要です。大学には研究資源の多くが集中し、技術に

関する研究成果等、高い研究水準と技術革新を生み出す潜在能力が存在しており、大学の研究成果が産業界におい

て実現されることは、産業界の競争力の確保に貢献し、県民の直接的な利益につながります。

　滋賀県工業技術総合センターでは、種々の技術分野において産学官連携の研究会やフォーラムを組織しています

ので、ご興味のある方は担当までお問い合わせください。

研究会・フォーラム 活動内容 開始年
構成

担当
企業 大学等 県関係 合計

滋賀県品質工学研究会

技術交流
技術研修
事例紹介
新製品開発
　　検討会
技術講演会
見学会
･････

H8 34 2 10 46

機械電子担当
TEL 077-558-1500

デザインフォーラムSHIGA H8 34 3 8 45

ものづくりIT研究会 H13 32 21 15 68

SHIGA電子情報技術交流フォーラム H15 10 0 3 13

滋賀ファインセラミックスフォーラム H1 23 10 20 53

機能材料担当
TEL 077-558-1500

滋賀県酒造技術研究会 H13 26 0 11 37

滋賀バイオ技術フォーラム H13 35 55 26 116

環境効率向上フォーラム H15 39 3 4 46

屋上緑化陶製品開発研究会 H15 34 2 10 46
陶磁器デザイン担当
TEL 0748-82-1155
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平成18年 2月10日発行 ご意見・ご要望などございましたら、工業技術総合センター草川までお気軽にお寄せ下さい。

滋賀県工業技術総合センター
520-3004 栗東市上砥山 232
TEL 077-558-1500 FAX 077-558-1373 http：//www.shiga-irc.go.jp/

信楽窯業技術試験場
529-1851 甲賀市信楽町長野 498
TEL 0748-82-1155　FAX 0748-82-1156

おしらせ

この冊子は再生紙を使用しています

2月の技術研修のお知らせ
　産業支援プラザが開催する2月の技術研修をお知らせし

ます。詳細及びお申し込みは、（財）滋賀県産業支援プラ

ザのホームページ（http://www.shigaplaza.or.jp）をご覧く

ださい。

研修場所： 滋賀県栗東市上砥山232
　　　　　 滋賀県工業技術総合センター別館

問合せ先： （財）滋賀県産業支援プラザ
　　　　　 TEL 077-558-1530

　　　　　 E-mail　kensyu@shigaplaza.or.jp

コンピュータを使った研修風景

グループワーキングによる研修風景

食品の安全を守る
ISO22000マネジメントシステム講座

　農場から小売まで、一般消費者へ食が届くまでに関連

する組織すべてを対象に食品安全マネジメントシステム

の国際規格である ISO22000 が 9 月に発行されました。

　このマネジメントシステムを構築するために必要な要

求事項等を解説します。是非ご参加ください。

研修期間 2006年2月7日（火）、14日（火）、21日（火） 

3 日間 18 時間

受講対象者 食品・化粧品・医薬品の衛生管理、品質

管理に携わっている方

食品関連設備・施設に関連する方

受講料 29,000 円（テキスト代・消費税込）

ISO14001内部監査員養成講座3

　2004 年版への移行は 2006 年 5 月 14 日までに完了

しておくことが必要です。内部監査員に関しては ISO 

14001:2004 年版の教育が実施されていることが必要です。

そこで ISO14001 を理解し、ISO19011 に基づく内部監査

のプロセスを習得し、環境法規制の知識を持つことが内

部監査員にとって最優先事項と考え、講座を開催します。 

是非ご参加ください。

研修期間 2006 年 2 月 23 日（木）、24 日（金） 2 日

間 12 時間

受講対象者 内部監査業務に携わる方 ISO14001 推進

者の方

環境マネジメントシステム構築担当者の方

受講料 25,000 円（テキスト代・消費税込）
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